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取扱説明書を必ず参照のこと 

【警告】 

1.使用方法 

 酸素は、それ自体は燃焼しないが、燃焼を助けるガス（支燃性

ガス）である。酸素吸入中は次のような発火源の周囲 2m 以内

に近づかないこと。また、外した経鼻用酸素供給カニューレ等

の酸素投与器具(以下、カニューラという)、延長用チューブ、

専用キャリーバッグを次のような発火源の周囲 2m 以内に近づ

けないこと。[やけど、火災のおそれがある。] 

・ 高温の熱源 

・ スパークを発するおそれのある電気機器等 

・ 裸火（タバコ、ライター、ストーブ、マッチ、ロウソク、線香） 

 

【禁忌・禁止】 

1.適用対象(患者) 

 生命維持のために酸素吸入を必要とする患者には適用しない

こと。[本装置は生命維持を目的とした装置ではない。] 

 酸素吸入療法を処方された患者以外には適用しないこと。[酸

素吸入療法を処方された患者以外への適用は想定していな

い。] 

 電池切れ、停電、および故障等により本装置が停止し酸素の

供給が行えない場合があるので、本装置が数時間停止しても

問題のない患者以外には適用しないこと。[長時間の酸素供給

停止の場合にボンベなどの代替酸素供給源が確保できない、

または数時間の酸素供給停止の場合に問題となる患者への適

用は想定していない。] 

2.併用医療機器 

 酸素濃縮装置、気道陽圧ユニット類、加熱式加湿器、および人

工呼吸器と併用して使用しないこと。[酸素供給に支障をきたす

場合がある。]  

【形状、構造及び原理等】 

詳細は取扱説明書の｢2.構成と各部の名称｣を参照してください。 

1.構成 

本体(前面)                    本体(背面) 
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本装置は、本体、ACアダプター、ACアダプター電源コードから構成さ

れる。また、オプション品として、DCアダプター、予備電池を使用する

ことがある。 

2.構造に関する仕様 

(1)電気的定格 

ACアダプター 
入力：AC100V、1.4A、50/60Hz 

出力：DC19V、5.3A 

DCアダプター 

入力：DC12-24V、5.9-3.5A 

ヒューズ定格:8A 

出力：DC19V、3.16-3.7A 

本体電池（Liイオン） DC14.8V、5,000mAh 

予備電池（Liイオン） DC14.8V、4,800mAh 

(2)重量 ：2.5kg 

(3)寸法 ：240W×112D×211H(mm) 

(4)動作気圧範囲 ：950～1060hPa(航空機内を除く)  

3.動作原理 

本装置は、窒素を吸着し易い吸着剤（合成ゼオライト結晶）の性質を利

用して空気中の酸素を濃縮する装置である。本装置内に吸入された

空気は吸気フィルタで除塵された後、コンプレッサで圧縮され、吸着剤

の充填された吸着筒に送られる。このとき窒素は吸着剤に吸着される

ため、酸素濃縮空気が生成される。窒素の吸着、脱着は、圧力変化に

より可逆的に生じるので、吸着された窒素を減圧排気し、前述の動作

を繰返すことで酸素濃縮空気を継続的に生成することができる。 

生成された酸素濃縮空気は、連続0.5L/分に流量調節されて患者に

供給される。または、内蔵された呼吸同調式レギュレータにより、患者

の吸気を検知して、吸気時にのみ同調1～3L/分相当の酸素濃縮空

気が供給される。 

4.警報機能 

名称 作動条件 

濃度警報 濃度異常時 

酸素供給異常警報 酸素供給異常時 

圧力警報 圧力異常時 

電池異常警報 電池異常時 

電池残量警報 本体電池残量が低下した時 

呼吸未検出警報 同調設定で一定時間呼吸を未検出の時 

【使用目的又は効果】 
1.使用目的 

周囲の空気から窒素を分離することにより、酸素分圧の高い空気を作

り出し、患者に供給すること。供給される酸素ガスの流量を調整し、患

者の吸気に合わせて酸素を供給するための呼吸同調機能も内蔵す

る。 

【使用方法等】 

詳細は取扱説明書の｢3.ご使用方法｣を参照してください。 

1.使用前の準備 

(1)使用用途に応じ本体を各電源に接続する。（下記 ①～③より選択） 

①交流100Vを使用する場合：ACアダプターとACアダプター電源コ

ード、ACアダプターと本体をそれぞれ接続し、電源プラグを交流

100Vのコンセントに差し込む。 

②自動車等のシガレットライターソケットを使用する場合：事前に本装

置が使用可能かどうか自動車等の販売店へ確認する。自動車等の

エンジンを始動する。DCアダプター(オプション品)と本体を接続し、

シガレットライタープラグをDC12-24Vのシガレットライターソケットに

差し込む。 

③本体電池または予備電池（オプション品）を使用する場合:本体ま

たは予備電池にACアダプターまたはDCアダプターを接続し、本体

電池または予備電池を充電する。本体または予備電池の電池残量

カニューラ/吸気確認ランプ 

電源ソケット 

予備電池ランプ 

酸素取出口 

空気取入口 

（フィルタ付） 

異常ランプ 

排気口 

流量設定ボタン 

本体電池残量ランプ 

本体電池確認ボタン 

外部電源ランプ 

流量ランプ 

点検端子 

電源ソケット 
積算時間表示 
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ランプで電池が十分に充電されていることを確認する。予備電池を

使用する場合は、予備電池と本体を接続する。 

(2)酸素取出口にカニューラを取り付ける。必要に応じ延長用チューブ、

コネクタ等を酸素取出口とカニューラに取り付ける。 

2.使用 

(1)医師が処方した流量の設定ボタンを長押しする。電源が入ると短くブ

ザーが鳴り、選択した流量設定ボタンの流量ランプ（緑）が点灯する。 

(2)流量を変更する場合は、その流量設定ボタンを長押しする。 

(3)カニューラ等を装着し、酸素吸入を開始する。 

(4)本体運転中、酸素が流れている時に流量ランプが点灯または点滅す

る。 

3.使用の停止 

(1)カニューラ等を取り外し、流量ランプ（緑）が点灯している流量設定ボ

タンを長押しする。 

(2)流量ランプ（緑）の消灯を確認する。 

使用方法等に関連する使用上の注意 

 カニューラ、延長用チューブ、ACアダプター、DCアダプター、予備

電池等の器具・備品は、当社指定のものを使用すること。[酸素供給

に支障が生じる場合がある。]  

 連続モードで使用する場合、延長用チューブは10m以内の当社指

定品を使用すること。[酸素供給に支障が生じる場合がある。] 

 同調モードで使用する場合、延長用チューブは3m以内の当社指定

品を使用すること。[酸素供給に支障が生じる場合がある。] 

 5～35℃の結露無き状態で使用すること。 

 空気取入口や排気口をふさがないこと。 

 本体の操作パネルを上にした状態で使用すること。 

 本体の周りに15cm以上の間隔をとること。 

 近くで携帯電話やPHSを使用しないこと。 

【使用上の注意】 

詳細は取扱説明書の｢1.安全にご使用になるために｣を参照してください。 

1.使用注意(次の患者には慎重に適用すること) 

 臨床的に病状または病態が不安定な患者。[停電や故障等により

本装置が停止した場合に状態が急変する懸念があるため、酸素ボ

ンベを備え付けるなど、慎重に適用すること。]  

 酸素投与により二酸化炭素蓄積が増悪する患者。 

2.重要な基本的注意 

 本装置は吸気を検知して吸気時にのみ酸素を供給する呼吸同調

機能を持つ酸素濃縮装置である。本装置の適用にあたっては、本

装置使用状態（労作、睡眠、延長用チューブ使用等）での呼吸同

調および動脈血酸素飽和度を確認して処方すること。 

 酸素吸入を行っているときは、周りの人も含めて禁煙を守ること。 

 本装置の近くに燃えやすいものを置かないこと。 

 本装置を電磁調理器の上に置いたり、電子レンジや高圧容器に入

れたりしないこと。 

 落下、転倒等により、強い衝撃を与えないこと。 

 100V以外の交流電源、12-24V以外の直流電源は使わないこと。 

 雨天時は本装置がぬれないように使用すること。 

 屋外で100Vのコンセントに接続する場合は、漏電遮断器を取り付

けること。 

 自動車等のシガレットライターソケットに接続する場合は、事前に本

装置が使用可能か自動車等の販売店に確認すること。 

 自動車等のエンジンが停止しているときに、本装置をシガレットライ

ターソケットに接続しないこと。[自動車等のバッテリー消耗のおそ

れ、エンジン始動時にDCアダプターの保護装置が駆動することに

よる電源供給停止のおそれがある。] 

 酸素ボンベ等のバックアップ機器は、その取扱方法および保管方

法に従って、正しく安全に、かつ直ちに使用できる状態・場所に備

え付けること。 

 バックアップ機器が酸素ボンベの場合は、ボンベ使用後にボンベ

内の残量を確認し、空になる前に充填済みボンベと交換すること。 

 ACアダプターで充電中に、所定の時間を超えても充電が完了しな

い場合は、充電を中止し指定の「連絡先」に連絡すること。 

 本体電池や予備電池を電源として使用する場合は、酸素を吸入す

る前に十分に電池を充電すること。 

 航空機内では機内の気圧レベルに応じて地上より酸素分圧が低く

なっており、本装置を航空機内で使用する場合は、その分だけ生

成される酸素分圧も低くなる。 航空機内で使用する場合は、機内

の気圧低下分を踏まえて処方すること。 

3.相互作用(他の医薬品・医療機器等との併用に関すること) 

(1)併用禁忌 

医療機器の名称等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

酸素濃縮装置 併用禁止 呼吸回路の流路抵抗を

上昇させる恐れがある。 

気道陽圧ユニット類 併用禁止 呼吸回路の流路抵抗を

上昇させる恐れがある。 

人工呼吸器 併用禁止 呼吸回路の流路抵抗を

上昇させる恐れがある。 

加熱式加湿器 併用禁止 呼吸回路の流路抵抗を

上昇させる恐れがある。 

(2)併用注意(併用に注意すること) 

患者や周囲の方が心臓ペースメーカー等の体内埋め込み型電子機

器を装着している場合は、装着部から5cm以上離して使用すること。 

4.不具合・有害事象 

(1)重大な有害事象 

 電池切れ、停電、および故障等により本装置が停止し、長時間酸

素の吸入ができない場合に、低酸素血症や酸素不足に伴う症状が

あらわれる可能性がある。[酸素ボンベ等の代替酸素供給源を備え

付けること。] 

(2)その他の有害事象 

 強い息切れ、爪の変色、強い動悸、発熱、体のだるさ、頭痛、強い

眠気、痰の増加/変色、咳の増加、尿の減少、手足のむくみ、鼻/

口/喉の渇き等、体に異常を覚えた場合は、かかりつけの医師に相

談し適切な処置を行うこと。 

 本装置が肌に直接触れたり、からだの同じ部分に長時間接触した

りすると、低温やけどのおそれがあるので注意すること。 

【保管方法及び有効期間等】 

1.保管 

 -10～60℃の結露無き状態で保管すること。 

 本体電池および予備電池を保管する場合は、半年に1回以上の頻

度で電池残量が50%程度になるように充電すること。 

2.耐用期間 

正規の保守・点検並びに消耗品の交換を行った場合15年[自己認証

(当社データ)による] 

【保守・点検に係る事項】 

詳細は取扱説明書の｢5.お手入れのしかた｣を参照してください。 

1.使用者による保守点検事項 

 フィルタは毎日掃除し、週に1回洗浄すること。 

 操作パネルや外装ケースの汚れは、乾いた柔らかい布、よく水をし

ぼった布、または家庭用中性洗剤をつけたスポンジでふくこと。 

 しばらく使用しなかった本装置を再使用するときは、使用前に本装

置が正常かつ安全に作動することを確認すること。 

 本体電池または予備電池の満充電からの使用時間が、取扱説明

書の「3-6 本体電池および予備電池の使用時間と充電時間の目

安」に記載した電池使用時間の70%程度に劣化したら、取扱説明

書の裏表紙の「連絡先」に連絡し、本体電池または予備電池の交

換を依頼すること。 

2.業者による保守点検事項 

6ヵ月に一度以上の頻度で、下記点検を行うこと。 

 外観、性能測定、騒音、振動 

 部品および消耗品のチェック、交換 

 清掃 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

帝人ファーマ株式会社 

電話：03-3506-4077(代表) 
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